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幼保連携型認定こども園 ほうなん子ども園 重要事項説明書

（施設の概要）

（１） 名 称 ほうなん子ども園【幼保連携型認定こども園】

（２） 所在地 豊中市豊南町南５丁目４番７号

（施設の目的及び運営方針）

（１） ほうなん子ども園（以下「当園」という。）は、義務教育及びその後の教育の基礎

を培うものとしての満３歳以上の子どもに対する教育並びに保育を必要とする子どもに

対する保育を一体的に行い、これらの子どもの健やかな成長が図られるよう適当な環境

を与えて、その心身の発達を助長するとともに、保護者に対する子育ての支援を行うこ

とを目的とします。

（２） 「当園」は、教育・保育の提供に当たっては、入園する乳児及び幼児（以下「園児」

という。）の最善の利益を考慮し、その福祉を積極的に増進することに最もふさわしい

生活の場を提供するよう努めます。

（３） 「当園」は、教育・保育に関する専門性を有する職員が、家庭との緊密な連携の下

に、利用乳幼児の状況や発達過程を踏まえ、養護及び教育を一体的に行います。

（４） 「当園」は、園児の属する家庭や地域との様々な社会資源との連携を図りながら、

園児の保護者に対する支援及び地域の子育て家庭に対する支援等を行うよう努めます。

（５） 「当園」は、「豊中市幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及び運営

に関する基準を定める条例（平成26年 9月26日条例第46号）」その他関係法令を遵守し、

事業を実施します。

（利用定員）

「当園」の利用定員は、子ども・子育て支援法（以下、「法」という。）第19条第１項各号に

掲げる小学校就学前子どもの区分ごとに、次のとおり定めます。

（１）法第19条第１項第１号の子ども（２号認定子ども以外の３歳以上児。以下「１号認定

こども」という。） ６０人

（２）法第19条第１項第２号の子ども（保育を必要とする３歳以上児。以下「２号認定こど

も」という。） ４５人

（３）法第19条第１項第３号の子ども（保育を必要とする３歳未満児。以下「３号認定子ど

も」という。）のうち、満１歳以上の子ども ２１人

（４）３号認定子どものうち、満１歳未満の子ども ９人
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（提供する教育・保育等の内容）

「当園」は、幼保連携型認定こども園教育・保育要領（平成26年４月30日内閣府・文部科学

省・厚生労働省告示第１号）に基づき、以下に掲げる教育・保育その他の便宜の提供を

行います。

（１）特定教育・保育（法第27条第１項に規定する特定教育・保育をいう。以下同じ。）支

給認定を受けた保護者（以下「支給認定保護者」という。）に係る園児に対し、教育及び当

該支給認定における保育必要量（法第20条第３項に規定する保育必要量をいう。以下同じ。）

の範囲内における保育を提供します。

（２）延長保育

やむを得ない理由により、教育標準時間又は支給認定における保育必要量の範囲を超え

て保育を必要とする場合は、当該支給認定に係る園児に対し、第７条に規定する時間の範

囲内において、法第59条第１号に規定する延長保育を提供します。

☆一時預かり（幼稚園型）利用料

7時～9時…500円 14時～17時…800円（おやつ込み）

17時～19時…500円 長期休業（一日）…1600円と昼食代350円（おやつ込み）

（３）送迎

保護者による直接通園（徒歩、自転車)。尚、遠方よりの送迎は園の許可がある方のみ

車での送迎可。

（４）食事の提供

委託業者（ナフス南株式会社）の調理員が、栄養士の作成した献立に基づき調理した給

食及びおやつを提供します。

（５）その他保育に係る行事等

（６）子育て支援事業

就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律施行規則第２

条に規定する子育て支援事業のうち、当園は第２号の事業を実施する。実施内容は、週に

１回（毎週火曜日）、10時～11時まで、応接室において相談事業を実施します。

（職員の職種、員数及び職務の内容）

教育・保育の実施に当たり配置する職員の職種、員数及び職務内容は、次のとおりとします。

（１）園長 １名（常勤専従）

園長は、職員及び業務の管理を一元的に行い、職員に対し法令等を遵守させるため必要

な指揮命令を行うとともに、園児を全体的に把握し、園務をつかさどります。

（２）副園長 １名（常勤専従）

副園長は、園長を助け、命を受けて園務をつかさどり、園長に事故があるときはその職
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務を代理し、園長が欠けた場合はその職務を行います。

（３）主幹保育教諭 ２名（常勤専従）

主幹保育教諭は、園長及び副園長を助け、命を受けて園務の一部を整理し、並びに園児

の教育及び保育をつかさどります。

（４）指導保育教諭 １名（常勤専従）

指導保育教諭は、園児の教育及び保育をつかさどり、並びに保育教諭その他の職員に対

して、教育及び保育の改善及び充実のために必要な指導及び助言を行います。

（５）保育教諭 10名（常勤専従8名、非常勤2名）

教育・保育に従事し、その計画の立案、実施、記録及び家庭連絡等の業務を行います。

（教育・保育を提供する日）

教育・保育等の提供を行う日は、次のとおりとします。

（１）１号認定子ども

ア 学期

Ａ １学期 ４月１日から８月31日まで

Ｂ ２学期 ９月１日から12月31日まで

Ｃ ３学期 １月１日から３月31日まで

イ 休園日

Ａ 土曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律に規定する休日

Ｂ 夏期休業日 ７月１８日から９月１日まで

Ｃ 冬期休業日 １２月２３日から１月７日まで

Ｄ 春期休業日 ３月２３日から４月７日まで

※いずれもカレンダーの曜日等により異なる

（２）２、３号認定子ども

教育・保育を提供する日は、月曜日から土曜日までとする。ただし、年末年始（１２月

２９日から１月３日）及び祝祭日を除きます。

２ 前項にかかわらず、伝染性疾病等の発生により、特に閉園しなければならない場合は

休園します。

（教育・保育を提供する時間）

教育・保育を提供する時間は、次のとおりとします。

（１）教育標準時間認定に係る教育・保育時間

９時から１４時までとする。ただし、７時から１９時までの教育時間内で一時預かり（幼

稚園型）を実施します。
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☆一時預かり（幼稚園型）利用料

7時～9時…500円 14時～17時…800円（おやつ込み）

17時～19時…500円 長期休業（一日）…1600円と昼食代350円（おやつ込み）

（２）保育標準時間認定に係る保育時間

２号認定子どもの場合は、９時から１４時までの教育時間のほか、７時から１８時まで

の範囲内で、保護者が保育を必要とする時間とします。また、３号認定子どもの場合は、

７時から１８時までの範囲内で、保護者が保育を必要とする時間とします。

なお、上記以外の時間帯において、やむを得ない理由により保育が必要な場合は、１９

時までの範囲内で、延長保育を提供します。

☆延長保育利用料 18時～19時…200円

（３）保育短時間認定に係る保育時間

２号認定子どもの場合は、９時から１４時までの教育時間のほか、９時から１７時まで

の範囲内で、保護者が保育を必要とする時間とする。また、３号認定子どもの場合は、９

時から１７時までの範囲内で、保護者が保育を必要とする時間とします。

なお、上記以外の時間帯において、やむを得ない理由により保育が必要な場合は、７時

から９時まで又は１７時から１９時までの範囲内で、延長保育を提供します。

☆延長保育利用料 7時～8時…200円 8時～9時…200円

17時～18時…200円 18時～19時…200円

（利用者負担その他の費用の種類）

（１）「当園」の特定教育・保育を利用した支給認定保護者は、当園に対し、当該支給認定

保護者が居住する市町村の定める利用者負担金（保育料）を支払うものとします。

(２)「当園」は、市町村から特定教育・保育に係る教育・保育給付費を法定代理受領しま

す。ただし、法定代理受領を受けないときは、支給認定保護者から、特定教育・保育費

用を支払うものとします。

(３)「当園」は、前２項の支払を受けるほか、特定教育・保育等の提供における便宜に要

する費用のうち、別紙募集要項に掲げる費用を支払うものとします。

（利用の開始に関する事項）

(１） 「当園」への入園を希望する１号認定子ども（認定を受ける予定のものも含む。）の

保護者は、入園願書を当園に提出して頂きます。
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(２） 「当園」は、前項の入園願書が提出されたときは、原則として兄弟姉妹が在園及び卒

園しているもの者に優先的に対し選考を行なうものとし、その他の入園希望者について

は先着順とする。

(３) 「当園」は、前項の選考の結果、内定した子どもについては、入園許可証によりその

旨を保護者に通知いたします。

(４) 「当園」は、第２項の選考の結果、内定できない子どもについては、その旨口頭で伝

え希望があれば補欠とします。

(５) 「当園」は、入園を希望する保護者へ、市町村が定める支給認定に係る申請書又は保

育利用に係る書類等を、速やかに電子システムにて市町村に提出するよう伝達します。

(６) 「当園」は、市町村から２、３号認定子どもの保育の実施について委託を受けたとき

は、これに応じます。

（利用の終了に関する事項）

「当園」は、以下の場合には教育・保育の提供を終了とします。

（１）園児が小学校に就学したとき。

（２）２号認定こどもの支給認定保護者が、法に定める支給要件に該当しなくなったとき。

（３）３号認定こどもの支給認定保護者が、法に定める支給要件に該当しなくなったとき。

（４）支給認定保護者が退園を申し出たとき。

（５）その他、利用の継続について重大な支障又は困難が生じたとき。

（休園）

(１） １号認定の子どもについて、病気その他の理由により休園を希望する保護者は、速や

かに園長に申し出ていただきます。

(２) 園長は、園児が感染症に罹患した場合、そのおそれがある場合、又は災害その他の事

由により、教育・保育上重大な影響があると認められる場合は、その事由が消滅するま

で、園児の登園を禁じ、又は休園していただきます。

(３) 園長は、前項の規定により登園の禁止、又は休園を決定したときは、速やかにその旨

を市町村に通知いたします。

（緊急時における対応方法）

(１） 「当園」の職員は、教育・保育の提供を行っているときに、園児に病状の急変、その

他緊急事態が生じたときは、速やかに嘱託医又は園児の保護者に連絡する等、必要な

措置を講じます。

(２) 教育・保育の提供により事故が発生した場合は、豊中市及び園児の保護者等に連絡す
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るとともに、必要な措置を講じます。

(３) 「当園」は、事故の状況や事故に際して採った処置について記録するとともに、事故

発生の原因を解明し、再発防止のための対策を講じます。

(４) 園児に対する保育の提供により賠償すべき事故が発生した場合には、損害賠償を速や

かに行います。

（非常災害対策）

非常災害に備えて、消防計画等を作成し、防火管理者又は火気・消防等についての責任者を

定め、少なくとも毎月１回以上、避難及び消火に係る訓練を実施いたします。

（虐待の防止のための措置）

「当園」は、園児の人権の擁護及び虐待の防止を図るため、責任者の設置その他必要な体制

の整備を行うとともに、職員に対する研修の実施その他必要な措置を講じます。

（嘱託医）

「当園」は、以下の医療機関と嘱託医契約を締結しています。

① 内科

医 療 機 関 の 名 称 前防医院

医 院 長 名 又 は 医 師 名 前防 昭男

所 在 地 豊中市豊南町南1-1-11

電 話 06-6333-0348

② 眼科

医 療 機 関 の 名 称 いのはら眼科

医 院 長 名 又 は 医 師 名 猪原 博之

所 在 地 豊中市庄内西町5-1-77 おがわ耳鼻科ビル3F

電 話 06-4867-2525

③ 耳鼻科

医療機関の名称 はっとり耳鼻咽喉科

医院長名又は医師名 服部 康人

所在地 豊中市北条町3-2-24 FUDO メディカルビル2Ｆ

電 話 06-6331-3387

④ 歯科

医療機関の名称 岸田歯科医院

医院長名又は医師名 岸田 敏宏

所在地 豊中市豊南町西4-4-1

電 話 06-6333-6198
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⑤ 薬剤師

医療機関の名称 こむぎ薬局 三国橋店

医院長名又は医師名 岩本 凌

所在地 豊中市三国1-7-1

電 話 06-6335-5955

(保険に関する事項)

「当園」は全園児さんに「独立行政法人日本スポーツ振興センター」の災害共済給付制度に

加入して頂いております。令和7年度より掛金は保護者負担となりますことをご了承下さい。

詳しくは別途配布する「災害共済給付制度のしおり」をご確認ください。
日本スポーツ振興センター掛金…1年毎に285円（令和8年4月現在）

（尿検査に関する事項）

令和7年度より検査費は保護者負担となりますことをご了承下さい。

検査キット代・検査料含む…１年毎に110円（税込み）（令和8年4月現在）

（守秘義務及び個人情報の取扱いに関する事項）

「当園」は「個人情報保護規定」に則り遵守します。

（苦情対応に関する事項）

「当園」は「苦情対応窓口」にて苦情解決責任者、受付担当者及び第三者委員を設置し、

苦情解決に努めます。

※苦情等があった場合は、必ず園のホームページで公表します。

（自己評価表に関する事項）

「当園」は職員の自己申告で行う「自己評価」を年2回実施し、当園のホームページに

て公表しています。よりよい保育環境・教育・保育を目指し、職員一人ひとりのモチ

ベーションの向上につなげております。

自己評価表に対する、ご意見、ご感想等ぜひお聞かせください。

（保護者会等に関する事項）

「当園」は「当園」を支援する保護者及び卒園児による「後援会」活動を行います。
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（園舎及び園庭の図）

H27年度

※クラス配置は人数によって変更する場合があります。
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重要事項説明書についての同意書

令和 年 月 日

当園における保育の提供を開始するにあたり、本書面に基づき重要事項の説明を行い

ました。

施設名 ほうなん子ども園

説明者 園長 田原 宏章

私は、本書面に基づいてほうなん子ども園の利用にあたっての重要事項の説明を受け、

同意しました。

保護者住所

保護者氏名

児童との続柄

児童名

児童名

児童名


